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能動的な学級経営法のトレーニングとその効果
－ 教員養成課程の学生を対象に －

対象
トレーニング群：ミニ講座「問題行動を起こりにくくする能動的な学級経営法」を受講した教員養成課程の4回生23名（男性12名）

コントロール群：同時期に他の教員が担当する福祉教育に関するミニ講座を受講した教員養成課程の4回生24名（男性4名）

測定内容
a）学級経営に関する効力感

• Teacher Sense of Efficacy Scale (TSES: Tschannen-Moran & Woolfolk, 2001) のうち学級経営に関する8項目（4件法）

• Classroom Strategies Scale -Teacher Form (CSS-T: Reddy et al., 2015) の行動マネジメント方略23項目（4件法）

b）教育実習中の学級経営方略の使用度

CSS-Tの行動マネジメント方略23項目について，教育実習中に行ったかどうか（2件法）

c）トレーニング内容の理解度

各要素についての理解度（5件法） U HEKN )%�� GNTLQTF
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問題と目的

方法

結果と考察

手続き
トレーニング群に対しては講座の前後で測定を行い，講座
開始前にはa，bの項目を，講座終了後にはa，cの項目を尋
ねた。

コントロール群については講座終了後にのみ測定を行い，
a，bの項目を尋ねた。

まとめ

• 提案した学級経営方略のトレーニングが，学生の学級経営に対
する効力感の向上に一定の効果をもつ可能性が示唆された。

• 予防的な方略については十分な変化が認められなかった。

Ø トレーニングで予防的な方略として扱った「学級の目標・
ルール・ルーティーンの作り方」「先行アプローチの用い
方」の方略の種類が多く，うち数個しか丁寧に扱うことが
できなかったことが影響した可能性がある。

Ø トレーニングにおいてより重点的に扱うなど，内容に改善
の余地があると考えられた。

表1 トレーニング内容

表2 トレーニングの効果

図1 トレーニング内容の理解度（人数）

Ø 通常学級において授業や課題に取り組まないこと，他児との関係や集団活動の妨げになるような行動等が教師によって問題と認識されや
すいことが調査研究によって示されている。

Ø 一方で，学級における行動マネジメントは，わが国では学級経営の方法として扱われることは意外にも少なく，教員養成課程で教えられ
ることは稀である。

Ø本研究では，寺坂（2017）が行った文献レビューと小学校における観察研究の結果から，これまでの研究知見に基づいた能動的な学級経
営方略のトレーニングを提案し，その効果を学生の学級経営に対する効力感から検討することを目的とした。

トレーニング群とコントロール群の比較
学校勤務予定者の割合等には差が見られなかったものの，男女の割合に有意差が認められた。また，教育実習中の行動マネジメント方略の
使用については2群間に有意差は認められず，いずれの項目においても使用しなかったとした学生が多かった。
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トレーニング内容の理解度
いずれの項目においても55％〜85％の学生がかなり〜十分理解で
きたと回答した（図1）。

トレーニングの効果
u講座の前後

TSES，CSS-Tの4下位尺度でいずれも得点が有意に上昇し，効果
量もCSS-Tの「予防する」で中程度であった他は高いもので
あった（表2）。

u事後のコントロール群との比較

CSS-Tの「予防する」を除く全ての指標でコントロール群より
も有意に高い値を示した（表2）。
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